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内容

1

●その他白書等からのデータ

●「進路選択に関する振り返り調査-大学生を対象として」

（平成１７年度 経済産業省委託調査（ベネッセ））

●「多様なイノベーションを支える女子生徒数物系進学要因分析」

（横山広美教授（東京大学 国際高等研究所 カブリ数物連携宇宙研究機構）らによる研究）



女性が理系を選択しない要因と研究・調査
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理数の苦⼿意識

バイアス（保護者・教師）

職業に関する情報不⾜

●⼥性が理系を選択しない要因に関しては、「バイアス」「理数の苦⼿意識」「ロールモデル不⾜」「⼤学環境」「職
業に関する情報不⾜」「ライフイベントとキャリア形成の両⽴」のおおむね６つに分類できる。

●個別の研究者レベルでは、要因（バイアス）を深く分析した注⽬すべき研究が存在している。また、政府の委託研究
等でも、要因につき体系的で深い分析をするものがあるが、古いデータ（１５年前）となっている。

●教師のバイアスに着⽬した調査、⼤学⽣への振り返り調査のアップデート、中⾼⽣への追跡調査、理⼯系学部から違
う分野に就職した要因調査が必要では？

要因

⼤学環境（ブランド・費
⽤・ロケーション）

本⽇ご紹介する研究・調査など
研究者による研究（横⼭プロジェクト）
《保護者・⼀般男⼥へのアンケート》

（性役割態度の強弱や理系分野間での進学に対する反対理由の違いに着⽬し
た新しい研究）

政府による委託調査（H１７経産省→ベネッセ）
《⼤学⽣への振り返りアンケート》

・⼦ども時代にものづくりが好きだったか
・⾼校時代に好きだった教科
・学部・学科選択で重視したこと
・将来希望する職業に関する意識
等といった⼥⼦が理⼯学系統に進学することを妨げる要
因としてどのような⼒が働いているのかを検討するため
に、現役⼤学⽣に対して実施した調査）

詳細な調査結果ではあるがデータが古い

ロールモデル不⾜

今後必要な調査・分析

教師のバイアスに着⽬したアン
ケート調査・研究が存在せず。調
査が必要ではないか

ライフイベントと
キャリア形成の両⽴

調査・研究はいくつか存在するも
のの当該調査ほどの体系性・ボ
リュームを備えたものは存在せ
ず。アップデートが必要

また、JST「⼥⼦中⾼⽣のための理
系進路選択⽀援プログラム」や、
内閣府「リコチャレ」などを通し
て理⼯系に興味・関⼼を持った中
⾼⽣への追跡調査（その後理系を
選択していない場合はその要因分
析）が必要ではないか

・理⼯系学部（医⻭薬看護学除く）に進学したが、就職では別の分
野を選択した理由（理⼯系分野への就職を望んだがそれを阻んだ
要因）

・理⼯系分野に就職したが、転職で別の分野を選択した理由
理⼯系学部に進学しながら理⼯系分野へ就業しなかった
要因の調査が不⾜

要因調査が必要ではないか



女子生徒の進学を阻む要因（保護者の理系分野に対するイメージ）
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●保護者全体の４割以上は、理系・⽂系どの分野でも⼥⼦⽣徒が志望すれば進学に賛成。その理由として
理系全般では「就職に困らないから」、⽂系全般では「⼥性に向いているから」。

●保護者から⼥⼦⽣徒の理系進学先として最も賛成を得た分野は「薬学」。
●男⼥不平等で性役割態度の強い保護者ほど、どの分野であっても⼥⼦⽣徒が⼤学で学ぶことに否定的

（出典）東京⼤学国際⾼等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構
NIRA総合研究開発機構、滋賀⼤学、名古屋⼤学、科学技術振興機構

公表時期：2019年10⽉
【調査の概要】⼤卒以上の娘及び息⼦（年齢を問わない）を持つ保護者1236名（⺟親618名、⽗親618名）を対象に調査を実施

最も多い理由 ％ （n/総計） 最も多い理由 ％ （n/総計）
情報科学 43 （383/901） 31 （8/26）
⽣物学 25 （208/826） 51 （22/43）
物理学 23 （181/777） 48 （32/66）
数学 22 （179/800） 43 （26/60）
電気通信技術 39 （291/752） 46 （37/81）
建築⼯学 36 （263/736） 50 （52/105）
機械⼯学 33 （234/704） 48 （44/91）
⼟⽊⼯学 31 （189/602） 52 （95/182）
原⼦⼒⼯学 29 （158/550） 33 （80/245）
獣医学 32 （230/726） 33 （31/94）
畜産学 27 （166/606） 45 （73/164）
看護学 47 （387/820） 重労働だから 64 （47/74）
薬学 47 （463/980） 40 （8/20）
医学 40 （352/890） 46 （19/41）
⻭学 37 （305/821） 43 （29/68）

⼥性に向いてい
るから

28 （231/816）
就職があるか分
からないから

48 （23/48）

賛成 反対

⽂系分野全般

分野

STEM分野

STEM以外
の理系

就職に困らない
から

就職があるか分
からないから

⼥性には向いて
いないから

重労働だから

学費が⾼いから

それぞれの分野の進学に賛成・反対する理由 「⼀般的に考えて、⼥の⼦が次に挙げる専⾨分野への⼤学進学
を希望したら、賛成しますか」という質問に対する回答の割合

⼥⼦⽣徒の進学を阻む要因は？
〜保護者の男⼥平等度や性役割態度、理系分野に対するイメージ分析から⾒えるもの〜

４割以上の保護者はど
の分野でも進学に賛成



数学・物理系に女性が少ない要因（イメージによるジェンダーバイアス）
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●⼀般男⼥を対象としたアンケートによると、「論理的思考⼒」「計算能⼒」が優れていること = 男
性的、というイメージが強い。

●「看護学」は⼥性向きというイメージ。「機械⼯学」は男性向きで⼥性には向かないというイメージ
2019年調査実施 20‐69歳の1177名（⼥性583名男性594名） 2018年調査実施 20‐69歳の1086名（⼥性545名男性541名）

物理学で求められる能⼒のステレオタイプイメージ 理⼯系を含む18分野における性別による向き不向きのイメージ

（出典）JST‐Ristex「科学技術イノベーション政策のための科学」
（横⼭プロジェクト）HPより



数学・物理系に女性が少ない要因（物理学を含む理工系分野の連想イメージ）
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●⼀般男⼥へのアンケートによると、理⼯系分野に結び付けられるキーワードの多くに男性的イメージ。
●特に「機械⼯学」や「物理学」における男性的イメージが強い。

理⼯系分野から連想されるキーワードと性別的イメージ
2019年調査実施 20‐69歳の⼀般男⼥791名（⼥性394名男性397名）

（出典）JST‐Ristex「科学技術イノベーション政策のための科学」
（横⼭プロジェクト）HPより



小・中学校時代の体験と理科の教科の好き嫌い

6

●男⼦は⼩・中学校時代に機械やものづくりに関⼼が低くても、半数以上が物理を履修。
●⼥⼦は機械やものづくりに対する関⼼に象徴されるような理⼯学に関する関⼼が⼩中学校時代から低
い。その上、関⼼をもっている⼥⼦も「物理」を履修しない⽐率が⾼く、履修していたとしても「好
き」である割合が男⼦の半分以下である。

＊「機械やものづくりに関⼼があった」の項⽬に、
「とてもそう」「ややそう」と回答した者を「関⼼群」、
「ぜんぜんそうではない」「あまりそうではない」と回答した
者を「無関⼼群」とした。

＊教科の好き嫌いについて、「好き」は「とても好き」と
「やや好き」の合計、「嫌い」は「とても嫌い」と｢やや嫌い｣
の合計、「未履修」は「履修していなかった」の数値を⽰す。

⼩中学校時代に「機械やものづくり」に関⼼があった

⾼校時代の教科の好き嫌い（性別、機械等への関⼼別）

関⼼群 無関⼼群

全国の４年制⼤学に通う学⽣10000⼈を対象（⽂系男⼦2500
⼈、⽂系⼥⼦2500⼈、理系男⼦2500⼈、理系⼥⼦2500⼈）

（出典）ベネッセ_平成17年度経済産業省委託調査
進路選択に関する振返り調査‐⼤学⽣を対象として



「物理」の好き嫌いと専攻分野の選択
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●⼥⼦は「物理」を「好き」と答える割合は低いが、「⽣物」を「好き」と答える割合は⾼い。
●理⼯学系統のみ、物理が「好き」だった学⽣が多いが、他の学部系統に進学した学⽣は「嫌い」「未履修」が多い。
●同じ理系でも、理⼯学系統は「物理」と「科学」の組み合わせ、医⻭薬看護学系統や農⽔産学系統では「⽣物」と
「科学」の組み合わせで履修し、⼤学に進学している者が多い。
●⼥⼦は「物理」が好きでも、「医⻭薬看護学系統」を選択する割合が男⼦の３倍以上。

（出典）ベネッセ_平成17年度経済産業省委託調査
進路選択に関する振返り調査‐⼤学⽣を対象として

⾼校時代の「物理」の好き嫌い ⾼校時代の「⽣物」の好き嫌い

在籍する学部系統（性別、物理が「好き」な者のみ）

全国の４年制⼤学に通う学⽣10000⼈を対象（⽂系男⼦2500⼈、⽂系⼥⼦2500⼈、理系男⼦2500⼈、理系⼥⼦2500⼈）



教員を目指す教育学系統における学生の「物理」の好き嫌い
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●将来、教員になる可能性が⾼い教育学部系統に在籍する「教員」志望の学⽣は「物理」の履修率が低く、
「好き」が⾮常に少ない。
⇒⼦どもたちに「物理」（⼩中学校では理科）の⾯⽩さを伝える、効果的な実験の実施、⽣活と物理のつなが
りを教えることが難しいのではないか。

⾼校時代の教科の好き嫌い（教育学系統における教員希望者269名）

（出典）ベネッセ_平成17年度経済産業省委託調査
進路選択に関する振返り調査‐⼤学⽣を対象として

全国の４年制⼤学に通う学⽣10000⼈を対象（⽂系男⼦2500⼈、
⽂系⼥⼦2500⼈、理系男⼦2500⼈、理系⼥⼦2500⼈）



大学（学部・学科）選択で重視したことと学部卒業後の希望する進路
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●学部選択で重視するのは、⼈⽂・社会学系統は「⾃宅から通える」「校⾵やキャンパスの雰囲気がよい」「伝統や知名度がある」といった⼤学のイ
メージやキャンパスライフを重視する傾向。教育学・医⻭薬看護学系統は「資格・免許がとれる」。理⼯学系統は「⼤学院が設置されている」が他の
系統に⽐べて⾼い。
●理⼯学系統では学部卒業後、「進学」を希望するのは男⼦より⼥⼦が低く、特に「⼯学系統」においてその差が顕著。

（出典）ベネッセ_平成17年度経済産業省委託調査進路選択に関する振返り調査‐⼤学⽣を対象として

⼤学や学部・学科選択で重視したこと（学部系統別）

希望する進路（学部系統別、性別）

理⼯学
系統のみ

全国の４年制⼤学に通う学⽣10000⼈を対象（⽂系男⼦2500
⼈、⽂系⼥⼦2500⼈、理系男⼦2500⼈、理系⼥⼦2500⼈）



職業に関する意識
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●理⼯学系統の⼥⼦は、男⼦や他の学部系統と⽐較し、「職業に関する情報の集め⽅がわかる」、「希
望する職業について⼗分な知識をもっている」、「最近の産業動向について知識を持っている」といっ
た職業に繋がる情報収集の機会が⼗分でない状況にある。

職業に関する意識（学部系統別・性別）

(%) (%)【⽂系学部系統】 【理系学部系統】

（出典）ベネッセ_平成17年度経済産業省委託調査進路選択に関する振返り調査‐⼤学⽣を対象として

全国の４年制⼤学に通う学⽣10000⼈を対象（⽂系男⼦2500
⼈、⽂系⼥⼦2500⼈、理系男⼦2500⼈、理系⼥⼦2500⼈）



大学・短期大学・専門学校への進学時の重視事項
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●⼥性が進学時に重視したことについて、⼤学（理系）卒では「就職のための資格がとれること」が重
視する割合の半数を超え、⼤学（⽂系）卒では「⾃分のやりたいことを勉強できること」の割合が最も
⾼い。

（出典）令和元年版男⼥共同参画⽩書

⼤学・短期⼤学・専⾨学校への進学時に重視したこと

22歳〜59歳の男性3000
⼈、⼥性3000⼈を対象


